








要約:病気というハンディキャップとたたかいながら、病棟である期間生活をしなければ

ならない慢性疾患をもつ子ども達によって、院内での教育はどのようにとらえられていて、

どのような意味をもつものであろうかを考えた。ほとんどの子ども達は入院中の教育を好

ましいことと考えているが、個別の教育を望んでいる傾向がみられた。達成感を感じるこ

とができるような授業を主体にした、その子にあった教育が行われるべきである。


